
万治さんの足
　　　わかりますか？
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デイヴィッド・ロブレスキー/著　　金原 瑞人/訳
NHK出版エドガー・ソーテル物語

　ウィスコンシン州北部の農場で、エドガー・ソーテルは声を持たずに生ま
れた。手話だけで話すこの少年は、両親と沢山の犬と暮らしている。しかし、
叔父クロードの帰郷によってその平穏な暮らしはかき乱されていく･･･
　かの、スティーヴィン・キングは「私はこの本を閉じるとき、最高の本を
読み終えた時にしか感じない切なさを感じた。」と評する。アメリカ文学界

を静かに震えさせた729ページに及ぶ物語で至福の時をお過ごしください。　（井出 千穂）
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諏
訪
の
い
ろ
は
か
る
た

　
全
国
各
地
に
存
在
す
る
郷
土
か
る
た
。
多
く
は
絶
版
と
な
り
現
在
で
は
入

手
が
困
難
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
財
産
「
諏
訪
い
ろ
は
か
る
た
（
信
濃
文
化
研

究
会
作
成
）
」
に
詠
わ
れ
た
か
る
た
を
紹
介
し
ま
す
。

諏
訪
の
い
ろ
は
か
る
た
（19）（19）

　
明
和
・
安
永
（
一
七
七
〇
）
の
こ
ろ
江

戸
で
親
和
染
と
い
う
染
も
の
が
大
流
行
し

た
。
こ
れ
は
、
書
家
三
井
孫
之
亟
親
和
の

筆
跡
を
染
模
様
と
し
た
も
の
で
、
衣
類
や
幟
に
楷
書
・
行
書
・
草

書
か
ら
篆
書
な
ど
が
よ
く
書
か
れ
て
、
老
若
男
女
が
き
そ
っ
て
求

め
た
と
い
わ
れ
る
。
親
和
は
十
二
歳
の
時
、
細
井
広
沢
の
門
に
は

い
っ
て
書
を
学
ん
だ
。
の
ち
深
川
に
書
塾
を
開
い
た
が
、
当
時
は

唐
様
の
流
行
し
た
時
代
で
あ
っ
て
親
和
の
書
を
求
め
る
も
の
が
多

か
っ
た
と
い
わ
れ
、
神
社
の
大
幟
か
ら
軸
物
ま
で
そ
の
遺
作
は
多

い
。
そ
の
親
和
の
書
が
、
染
模
様
に
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
爆
発
的
な
人
気
を
呼
ん
だ
。
深
川
親
和
の
名
声
は
い
よ
い
よ

あ
が
っ
て
、
親
和
染
と
い
う
名
ま
で
残
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
御
座
石
神
社
は
、
古
く
は
御
座
所
の
宮

と
も
い
っ
て
、
建
御
名
方
命
の
母
高
志
沼

河
姫
命
を
祀
っ
て
い
る
。
こ
の
母
神
が
大

門
峠
を
越
え
て
諏
訪
入
り
し
た
と
き
、
鹿
に
ま
た
が
っ
て
来
て
、

境
内
に
そ
の
足
跡
を
残
し
た
大
き
な
石
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
ま

た
こ
こ
は
母
神
の
住
居
し
た
と
こ
ろ
で
、
い
つ
の
間
に
か
御
座
石

と
変
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。
神
事
は
四
月
二
十
七
日
に
行
わ
れ
、

矢
ヶ
崎
祭
り
・
独
活
祭
り
と
い
い
、
濁
酒
を
つ
く
り
そ
の
粕
で
あ

え
た
独
活
と
鹿
の
肉
を
神
前
に
供
え
た
こ
と
か
ら「
ど
ぶ
ろ
く
祭
」

の
名
が
起
こ
っ
て
来
た
。
古
代
は
鹿
や
猪
が
主
要
な
食
料
で
あ
っ

た
。
矢
ヶ
崎
祭
り
は
明
神
出
向
の
儀
式
と
も
い
わ
れ
、
御
座
石
神

社
で
狩
の
豊
猟
を
祈
っ
た
。
つ
ま
り
狩
猟
へ
の
出
発
の
式
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

は
花
や
か
に
江
戸
で
流
行
親
和
染

～郷土かるたで故郷発見～
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高
島
城
の
築
城

は
小
田
原
征
伐
後

諏
訪
氏
が
関
東
に

転
封
と
な
り
、
そ

の
後
に
領
主
と
な

っ
た
日
根
野
織
部
正
高
吉
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
根
野
高
吉
は
美
濃

の
産
で
、
初
め
信
長
に
仕
え
、
そ
の
滅
後

は
秀
吉
の
部
将
と
な
っ
て
小
田
原
の
役
で

武
功
を
た
て
、
諏
訪
の
地
で
封
ぜ
ら
れ
た
。

諏
訪
氏
は
金
子
に
築
城
し
、
こ
れ
を
居
城

と
し
た
が
、
日
根
野
氏
は
諏
訪
湖
畔
高
島

に
着
目
し
て
、
築
城
を
は
じ
め
慶
長
初
年

に
完
成
し
た
。
高
島
は
浮
島
と
呼
ば
れ
た

小
島
で
、
ま
わ
り
は
水
に
囲
ま
れ
た
要
害

の
地
で
あ
っ
た
。
築
城
に
は
金
子
城
の
石

垣
の
石
を
運
び
、
有
賀
の
石
船
渡
か
ら
巨

石
を
舟
で
運
ぶ
な
ど
、
そ
の
苦
労
は
多
か

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
お
城
は
衣
之

渡
川
や
中
門
川
・
六
斗
川
な
ど
に
よ
っ
て

備
え
と
し
、
諏
訪
湖
の
水
が
石
垣
に
う
ち

寄
せ
る
典
型
的
な
水
域
で
、
三
重
の
天
守

閣
は
湖
の
水
に
映
え
る
堅
固
の
浮
城
で
あ

っ
た
。
高
吉
は
下
諏
訪
の
慈
雲
寺
に
葬
ら

れ
、
あ
と
は
子
吉
明
が
継
い
だ
が
、
関
ヶ

原
の
役
後
日
根
野
氏
は
下
野
国
壬
生
に
転

封
と
な
り
、
諏
訪
氏
は
関
東
か
ら
旧
領
に

復
帰
し
、
高
島
城
を
明
治
維
新
ま
で
居
城

し
た
。
　
　

う
浮
城
の
天
守
映
え
た
り
高
島
城

ね
年
々
と
古
式
伝
え
る
ど
ぶ
ろ
く
祭

「クローズアップ★うちの子」写真を募集します！「クローズアップ★うちの子」写真を募集します！
クローズアップしもすわ４月号から、愛くるしい表情やしぐさで私たちを癒して
くれるキュートなペット達を紹介します。

★募集内容　我が家のペットの写真（どんなペットでもOK）
★募集期間　平成24年２月１日（水）～平成24年３月30日（金）まで
★掲載開始　平成24年度４月号～
★必要事項　ペットに対する一言コメント、ペットのお名前・年齢・種類・性別、飼い主の
　　　　　　ご住所・お名前（ニックネーム）を書いたメモを写真に添えてご応募ください。
★募集方法　下諏訪町役場 総務課 情報防災係窓口での直接応募か封書またはメールでの応募
　　　　　　になります。【記録媒体（CD等）、プリント写真のどちらでもOKです】
★応 募 先　〒393－8501　下諏訪町4613－８　下諏訪町役場 総務課 情報防災係
　　　　　　E-mailアドレス：jyoho@town.shimosuwa.lg.jp
■お問い合わせ先　下諏訪町役場 総務課 情報防災係　　電話27－1111（内線262）
※応募多数の場合は、誌面上掲載できない場合もございますのでご了承ください。
※ご応募された写真・データはお返しできません。

無病息災を願い
どんど焼き

無病息災を願い
どんど焼き

無病息災を願い
どんど焼き


